




ともあれ、 戦績重視の学校になると、 なんとしても勝てる「スポーツ組織」にしようとい

うことになります。そこでモチベー ションを高め、チー ムの統率をはかるために体罰を与え、

練習で「しごく」というようなことが一般的な 「方法」として行われたのでしょう。 「気合

を入れる」ためには「声」も重要な要素です。大きな声であいさつすることや、練習中の 「声

出し」、 指導者が大声で指導することともつながっているように思えます。 こういう現場で

指導者が未熟だと、 高まった感情と結びつき、 もはやトレ ーニングの 「方法」ではなくなり

ます。

体罰や頻発する怒鳴り声、それからしごきといったものが、戦績のために選手たちを追い

込んでいく方法とすると、ドイツの地域スポーツクラプでは、そこまで追い込む必要がない。

繰り返しますが、 スポーツ組織としての目的が戦績第一ではなく、 厚生にあるからです。
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問l ドイツの「スポーツクラブ」と日本の 「運動部活動」の、 「スポーツ組織」としての目

的は何か。 それぞれ、 20字～40字以内で簡潔に答えなさい。

問2 この文章を読んで、 これからの「運動部活動のあり方」はどうあるべきか。 あなたの

考えを400字以内で述べなさい。


